


る濾過海水の DO は，好気区で 5.4～7.9 ㎎/L，嫌気区で

0.1～0.2㎎/L の範囲であり,各区とも概ね想定の酸素条件

を満たしていた。 

培養前後の AVS は,河口測点で実験開始時 1.7 ㎎ S/g- 

乾泥から好気区 2.4 ㎎ S/g-乾泥，嫌気区 3.8 ㎎ S/g-乾泥,

タコノボリ測点で実験開始時 0.1 ㎎ S/g-乾泥から好気区 

0.1 ㎎ S/g-乾泥，嫌気区 0.2 ㎎ S/g-乾泥，小才庭測点で実

験開始時 2.7 ㎎ S/g-乾泥から好気区 2.3 ㎎ S/g-乾泥，嫌気

区 3.6 ㎎ S/g-乾泥となり，各

培養前後の底質（AVS，COD，TOC，TN）の変化（3

本の平均値±標準偏差）を図 2 に培養開始時の SOD を図

3 に示す。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

実験開始時 好気区 嫌気区

A
V

S
（
㎎

S
/
g‐

乾
泥

）

0

10

20

30

40

50

実験開始時 好気区 嫌気区

T
O

C
（
㎎

C
/
g‐

乾
泥

）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

実験開始時 好気区 嫌気区

T
N

（
㎎

N
/
g‐

乾
泥

）

河口 小才庭 タコノボリ

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

実験開始時 好気区 嫌気区

C
O

D
（
㎎

O
2
/
g‐

乾
泥

）

測点とも嫌気区で増加した

（

，p＜ 

0.

られるが，詳細を明らか

積物は，陸起源と比

して分解し難いと推測された。 

デル計算による適切な管理手法の検討 

効果を定量化するため，モデルによる

計

虞湾を

対

タ（気象庁）ならびに流動

観 データを使用した。  

有意差あり，p＜0.05）。 

COD は，小才庭測点で実験開始時 81.3 ㎎ O2/g-乾泥か

ら嫌気区で 84.2 ㎎ O2/g-乾泥に増加し（有意差あり

01），その他の区で変化は認められなかった。 

TOC で変化が認められたのは，小才庭測点の好気区，

河口測点の嫌気区のみで，小才庭測点で 36.1 ㎎ C/g-乾泥

から 37.９㎎ C/g-乾泥に増加（有意差あり，p＜0.05），

河口測点で 43.5 ㎎ C/g-乾泥から 37.5 ㎎ C/g-乾泥に減少

した（有意差あり，p＜0.05）。TN は，いずれの区でも

変化は認められなかった。小才庭測点で TOC の増加が認

められた理由については，底泥の表層から 2cm 以深の有

機物(底生生物等)の移動が考え

にすることは出来なかった。 

 SOD は河口測点で 7.9±0.6 ㎎ O2/㎡/day，小才庭測点

で 7.1±0.4 ㎎ O2/㎡/day，タコノボリ測点で 1.8±0.1 ㎎ 

O2/㎡/day であり,河口測点,小才庭測点で同程度，タコノ

ボリ測点は河口測点，小才庭測点の 1/4 程度であった。 

 以上のように，28 日間の培養により，河口測点では嫌

気的条件において，表層堆積物の一部が分解され，COD

の増加，TOC の減少が認められた。好気区ではこのよう

な変化は認められず，他の測点においては両区とも同様

で，分解は認められなかった。よって，陸起源の主な有

機物である陸上植物由来のリター等は嫌気的な条件で分

解されることが伺われた。また，海洋起源の有機物が多

く堆積している湾奥部，湾央部の堆

較

 

２．モ

方法 

 河川からの栄養塩負荷量の削減，干潟再生，貝類養殖

による貧酸素抑制

 算を行った。 

使用したモデルは，四日市大学の千葉教授が開発した

英虞湾環境動態予測モデル 2010 を使用した。このモデル

は，先述の地域結集型共同研究事業において，英

図 2．培養前後の底質（AVS，COD，TOC，TN）の変化 

 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

河口 小才庭 タコ

S
O

D
（
ｇ
O

2
／

m
2
／

da
y）

 

象として開発されたモデルの改良版である。 

計算ケースを表 1 に示す。計算ケース別の将来予測の

計算には，2004 年の気象デー

測

 

 図 3．底泥の SOD 測定結果 
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